
■
■

■

●

　

　

一一
一

10月 10日 に行われた「村民健康ウォーキング」

でのワンシーンです。

「村民健康ウォーキング」終了後、子どもたち

は参加賞にもらったロケット風船を手にして、か

け声と共に一斉発射。誰が一番遠くまで飛ばせる

かを競っていました。

397
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秋のイベントあれこれ

五
殻
豊
穣
と
家
内
安
全
を
願

つ

脇

元
岩

木

山
神

社
大
祭

「
お
山
参

詣
」
が
九
月
二
十
日
　
一
一十

一
日
の

両
日

（旧
暦
の
八
月

一
日
）
に
わ
た

り
行
わ
れ
、
二
日
間
で
約
四
百
人
が

年
部
に
よ
る
ね
ぶ
た
運
行
、
婦
人
会

に
よ
る
流
し
お
ど
り
が
行
わ
れ
、
雨

番
　
脇
元
小
馬
踊
り
保
存
会
、
協
元

小
学
校
、
脇
元
保
育
所
ら
ｌｉ
よ
る
小

馬
踊
―，
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
御
幣
、

の
は
り
を
掲
げ
た
参
詣
者
が
洗
磯
崎

神
社
を
出
発
。
登
山
ば
や
し
に
合
わ

せ
て

「
サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
ド

ッ
コ
イ
サ

▲雨にもかかわらずにぎわいを見せた前夜祭

‐397
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（歩
く
）
は
足
腰

（体
形
を
美
し
く
整
え
る
）

心
肺
機

能
の
強
化
、
持
久
力

の
向
上
等

の
効

果
が
あ
り
、
年
齢
　
性
別
　
体
カ
レ

ベ
ル
を
意
識
せ
ず
、
手
軽
に
楽
し
め

す
。
そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
ふ
る

さ
と
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
歩
く

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
現
代
病
を

解
消
し
、
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る

育
の
日
に

「村
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
大

沼
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
［

当
日
は
六
十
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
準
備
体
操
終
了
後
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
ス
タ
ー
ト
ゥ
参
加
者
は
秋
の

′し、
地

良

い
風
を
感
じ
な
が
Ｌ
大
沼
公
園
周

辺
の
コ
ー
ス
を
約

一
時
間
か
け
て
歩

き
、　
′し、
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
〔
今
回
歩

い
た
距
離
は
約
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
は

一
回
の
運
動

と
し
て
適
度
な
距
離
、　
一
万
歩
と
な

ウ
ォ
ー
ク
終
了
後
は
食
生
活
改
善

推
進
員
会
象
ム
長
　
奈
良
し
づ
江
）
の

皆
さ
ん
に
よ

っ
て
お
に
ぎ
り
や
豚
汁

が
用
意
さ
れ
、
運
動
後
と

い
う
こ
と

も
あ

っ
て
、
よ
り

一
層
お
い
し
く
感

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
お
も

い
が

け
な

い

“豪
華
賞
品
”
に
盛
り
上
が

る
な
ど
、
参
加
者
は
楽
し

い

一
日
を

九
月
十
九
日
　
一
一十
日
、
道
の
駅

「十
三
湖
高
原
」
（ト
ー
サ
ム
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
）
で

「
十
三
湖
高
原
駅
ま

つ
り
」

（
王
催
　
十
三
湖
高
原
駅
ま

次
）
が
開
催
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
（

~ヨ

`ヽ
ミ、、、1道

の
駅

「
十
三
湖
高
原
」
は
昨
年

　
　
　
こ
の
他
に
も
豪
華
な
商
品
が
当
た

四
月
に
道
の
駅
の
登
録
を
受
け
て
以
　

　

る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
ビ
ア
ガ
ー
デ

来
、
昨
年
の
実
績
で
約
六
万
四
千
五
　

　

ンヽ
、

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
し
じ
み
汁
、

百
人
ぃ
今
年
度
に
入

っ
て
か
ら
も
八
　

　

お
で
ん
の
販
売
も
行
わ
れ
、
参
加
し

月
末
の
実
績
で
約
五
万
七
千
八
百
人
　

　

た
人
た
ち
は
市
浦
村

の
文
化
　
味

と
着
実
に
来
客
者
が
増
え
、
市
浦
村

　

　

覚
　
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
．



手の
無
事
を
祈
っ
て
　
　
　
　
　
　
羮
鰤
一群
職
琳
護
繊

村

内

二
施

設

の

工

事

安

全

祈

願

祭

　

　

　

　

　

一一通

区
の
身

改
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

中浦
村
保
育
所

（相
内
　
　
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十

一
年
　
　
　
施
設
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

‐漁
業
集
落
排
水
施
設
　
　
度
に
開
設
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
平
家
建
、
床
面
積
四
百
六
十
八
平
方

禾
処
理
場
こ

の
工
事
　
　
　
ま
た
、
新
し
く
建
設
さ
れ
る
保
育
　
　
メ
ー
ト
ル
で
、
津
軽
国
定
公
園
や
十

″執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
所
に
は
　
「子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
　
　
一二
湊
遺
跡
な
ど
を
配
慮
し
た
建
物
と

市
浦
村
で
は
、
平
成
九
年
七
月
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
ぃ
ず
れ
の
施
設
も
高
松
村
長
を
は
　
　
も
併
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
十
三
地
区
漁
業
集

十
月
、
平
成
十
年
二
月
、
八
月
と
短
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晰

　

　

じ
め
、
関
係
者
が
出
席
。
く
わ
入
れ
　

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
助

　

　

落
排
水
施
設
整
備
事
業
は
平
成
七
年

榊［̈「轟砕『【｝壽呻̈一いヽ　　一】攣【】【一】一一一一一̈
　　̈中崚一讐̈躊にけ静断勧［」　　「一一一一̈一』一なっていま　　け一一一̈̈
疇̈疇一̈］一一

人
口‐
約
三
千
人
の
当
村
に
と
っ
て
こ
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輌
　
　
・
市
浦
村
保
育
所
⌒相
内
保
育
所
）
　
　
　
　
「漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
工
事
　
　
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

轟
警一奪一一̈再

一．一■
鯰
誦
』
一一器̈鞭
鰤
■
．二湖畔評
瞼
罐
施

二
十

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
　
　
ス
コ
ッ
ト
は
成
田
チ
セ
さ
ん

（脇
元
　
　
防
署
前
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
郵
便
局
の
職
員
で
組
織
さ
れ
て
い
　
　
川
敷
清
掃
や
大
間
越

一
〇
一
号
線
清

十
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
で
あ
　
　
地
区
）
の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で
、　
　
　
市
浦
村
保
育
所
は
老
朽
化
が
著
じ
　
　
る
労
働
組
合
、
全
逓
西
北
地
方
支
部
　
　
掃
、
五
所
川
原
市
街
地
ロ
ー
ド
ミ
ラ

る
二
十

一
日
に
、
金
木
警
察
署
管
内
　
　
五
年
ほ
ど
前
か
ら
秋
の
交
通
安
全
運
　
　
か
っ
た
相
内
保
育
所
を
改
築
　
移
転
　
　
（支
部
長
　
外
崎
幸

一
）
は
地
域
に
根
　
　
―
清
掃
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

の
二
町
二
村

⌒金
木
町
、
中
里
町
、　
　
　
動
に
合
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　
　
す
る
も
の
で
、
同
時
に
脇
元
保
育
所
、　
　
ざ
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
十
月
四
　
　
た
、
通
年
的
に
は
書
き
損
じ
た
郵
便

市
浦
村
、
小
泊
村
）
が

一
同
に
会
し
　
　
の
一
環
と
し
て
製
作
　
協
力
い
た
だ
　
　
十
三
保
育
所
の
統
廃
合
も
行
わ
れ
ま
　
　
日
、
十
三
湖
畔
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
　
　
ハ
ガ
キ
を
回
収
し
て
青
森
県
ろ
う
あ

て
交
通
安
全
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
市
　
　
い
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
浦
　
　
す
。
総
事
業
費
は
約
三
億
五
千
七
百
　
　
施
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
会
へ
の
支
援
金
贈
呈
も
行
わ
れ
て

動
中
一
〔
一
「
鰤
種
青
本す
峙
嚇
峙
一
［
］
　
　
錮
け
一
』
権
［
時
慟
峙
峙
単 の ‥こ
¨
¨
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
中
¨
一
』
身 っ 候
一
い
中
一
¨
一
”
¨
　
　
一
¨
一
¨
一
嚇
勒
つ を 皆
”
¨
一
し て 「一
摯

わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
交
通
安
全
意
識
の
普
及
も
行
わ
れ

範
囲
の
説
明
を
受
け
て
清
掃
開
始
。

主
な
活
動
と
し
て
、
相
内
バ
イ
パ
　
　
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
中
に
捨
て
ら
れ

ス
、
脇
元
シ
ー
サ
イ
ド
前
、
十
三
小
　
　
　
市
浦
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

た
と
思
わ
れ
る
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ

学
校
前
で
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
、
脇
　
　
は
今
日
も
交
通
安
全
意
識
を
市
浦
村
　
　
口
〓
『
Ｊ
●
Ｊ
月
贈
一
一
一
一
一
一
　
　
が
次
々
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は

元
地
区
で
は
脇
元
保
育
所
の
児
童
が
　
　
全
域
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
　
　
囚
常
騨
爵̈
Ｆ
・
に
想
圏
□
目
一
一
一
　
　
タ
ィ
ャ
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
も
あ
り
、

実
施
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ー
サ
イ
ド
　

　

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
の
　

　

Ｍ
躍
甲
―
―
Ｉ
Ｌ
域
開
園
園
一
□
一

　

　

清
掃
作
業
終
了
後
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

前
で
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
プ
レ
　
　
な
い
市
浦
村
を
実
現
す
る
た
め
、
村
　
　
一
「
「
‥
Ｐ
　
　
　
　
凛贈
囲
一
一
□
一　
　
の
量
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
に
も
な

罐̈
０」餞け“蹴動減袷議州「　　報̈
踏さんもご協力をお願いし　　Ｈ硫扇川岬精衛強誰断田調‐こ‐．‐　　り贅」けどれまでにも岩木川河
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川
や
海
の

よ
こ
れ
が
ひ
ど
く

な

っ
て
い
ま
す

現
在
私
た
ち
は
快
適
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
昔
に
く
ら
べ
て
よ
り

た
く
さ
ん
の
水
を
使

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
所
や
工
場
で
も
、
た
く

さ
ん
の
水
を
使

っ
て
、
私
た
ち
の
生

使
わ
れ
る
水

の
量
が

ふ
え

る
と
、

捨
て
ら
れ
る
水
の
量
も
ふ
え
て
き
ま

す
。
こ
の
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま

捨
て
る
と
、
よ
ご
れ
た
水
が
家
の
ま

わ
り
に
た
ま
り
、
悪
臭
を
放

っ
た
り

ハ
エ
や
力
な
ど
が
発
生
し
た
り
し
て
、

生
活
環
境
を
悪
く
し
ま
す
。
さ
ら
に

よ
ご
れ
た
水
が
流
れ
こ
ん
で
川
や
湖

や
海
を
よ
ご
し
ま
す
。
す
る
と
川
や

湖
の
水
を
飲
み
水
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な

っ
た
り
、
海

水
浴
場
な
ど
も
よ
ご
れ
て
、
私
た
ち

の
く
ら
し
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪

い
影

響
を
あ
た
え
ま
す
。

で
は
、
下
水
道
と
は

一
体
な
に
か
、

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
役
割

下
水
道
の
役
割
は
、
時
代
と
と
も

紀
ま
で
は
、
下
水
道
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
雨
水
が
低
い
と
こ
ろ
に

た
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
台
所

や
風
呂
場
か
ら
出
る
よ
ご
れ
た
水
を
、

す
ぐ
川
や
海
に
流
す
こ
と
が
大
事
な

役
割
で
し
た
。
ま
た
、
西
暦

一
八

一

〇
年
に
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を
住
み

や
す
く
、
快
適
に
す
る
こ
と
も
、
下

水
道
の
役
割
と
し
て
つ
け
加
え
ら
れ

さ
ら
に
、
下
水
道
が
よ
ご
れ
た
水

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
処
理
施
設

を
そ
な
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
私
た

ち
の
ま
わ
り
の
川
や
湖
や
海
を
、
き

れ
い
に
す
る
と
い
う
役
割
も
、
も
つ

生
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

②
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を

水
洗
ト
イ
レ
に
か
え
る
こ
と

私
た
ち
の
す
ま
い
で
、
し
尿

⌒大

便
や
小
便
）
を
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

に
た
め
て
お
く
こ
と
は
、
衛
生
的
で

は
な
く
、
臭
い
に
お
い
が
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
が
ゆ
き
き
し
て
く
み
取
り
を
す

る
と
き
に
も
、
に
お
い
が
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を

一
度
に
解
決
す
る

の
が
下
水
道
な
の
で
す
。
下
水
道
を

整
備
し
、
ト
イ
レ
を
水
洗
式
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
し
尿
は
下
水
管
の

中
を
ほ
か
の
よ
ご
れ
た
水
と
い
っ
し

ょ
に
運
ば
れ
、
下
水
処
理
場
で
き
れ

③

川

や
湖

や
海

を

き

れ

い
に
す

る

こ
と

よ
ご
れ
た
水
が
、
そ
の
ま
ま
流
れ

て
い
く
と
、
川
や
湖
や
海
の
水
が
ど

ん
ど
ん
き
た
な
く
な

っ
て
い
き
、
魚

が
す
め
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
下
水

道
は
、
よ
ご
れ
た
水
を
下
水
管
に
集

め
て
運
び
、
下
水
処
理
場
で
き
れ
い

に
す
る
の
で
、
川
な
ど
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
に
、
た
い
へ
ん
役
立

水
の
循
環

川
や
湖
か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
水

は
、
私
た
ち
の
生
活
や
工
場
の
中
で

使
わ
れ
ま
す
。
使
わ
れ
た
水
は
、
ふ

た
た
び
川
や
海
に
流
れ
こ
み
ま
す
。

海
の
水
は
蒸
発
し
て
、
雲
を

つ
く
り
、

雲
は
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
雨
水
は
川

や
湖
に
流
れ
こ
み
、
そ
こ
か
ら
、
ま

た
、
水
が
く
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は

「水
の
循
環
」
と
言

い
ま
す
。

下
水
道
は
、
こ
の
水

の
循
環
の
中

で
、
よ
ご
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て

か
ら
、
川
や
海
に
も
ど
す
と

い
う
大

切
な
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す
。
下
水

道
が
な
け
れ
ば
、
よ
ご
れ
た
ま
ま
の

水
が
流
れ
こ
ん
で
、
川
や
海
は
き
た

な
く
な
り
、
き
れ

い
な
水
を
使
う
こ

と
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
に

つ
れ
て
、
使
わ
れ
る
水

の
量
は
、
だ

ん
だ
ん
ふ
え
て
い
き
ま
す
し
、
産
業

が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
多
く
水

が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
水
に
は
限
り
が
あ
り
、

大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、　
一
度
使
わ
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
か
ら
川
や
海
に
も
ど
す

と

い
う
下
水
道

の
役
割
は
、
こ
れ
か

ら
の
私
た
ち
の
生
活
に
と

っ
て
、
ま

す
ま
す
大
切
に
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
で

※
次
回
は
下
水
道
の
し
く
み
と
効
果

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
を
き
れ
い
に
す
る
　
　
　
〈「
日
の
下
水
道
が
も
つ
役
割
に
は
、

た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
　
　
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
　
　
　
　
い
に
さ
れ
る
の
で
す
。

よ
り
よ
く
す
る
こ
と

私
た
ち
の
家
庭
や
、
工
場
な
ど
か

ら
出
た
よ
ご
れ
た
水
が
、
住
宅
の
ま

が
し
た
り
、
ハ
エ
や
力
な
ど
が
発
生

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
り
、
伝
染
病
の
原
因
に
な
り
ま

そ
う
で
す
、
下
水
道
を
つ
く
ら
な
　
　
す
。
下
水
道
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
よ

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
、
快
適
で
衛
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八
月
二
十
五
日
青
森
を
出
発
し
て
、

翌
日
、
成
田
空
港
発
十

一
時
三
十
分
、

四

一
一
便
で
ア
ム
う

ア
ル
ダ
ム
ヘ
。

オ
ラ
ン
ダ
空
港
で
乗
換
え
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
ヘ
着
き
ま
し
た
。
空
港
へ
着
い

た
の
は
九
時
四
十
五
分
、
あ
た
り
が

暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

専
用
の
バ
ス
で
ホ
テ
ル
ヘ
向
か
い
ま

し
た
。
バ
ス
の
中
で
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
ド
イ
ツ
の
高
速
道
路

（ア
ウ
ト
バ

ー
ン
）
で
は
、　
一
般
車
両
の
ス
ピ
ー

ド
制
限
は
な
く
、
無
制
限
だ
と
聞
か

ド
イ
ツ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の

中
央
部
に
位
置
し
、
西
部
は
オ
ラ
ン

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
と
、
東

部
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
と
、
南

部
は
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
国

境
を
接
し
、
北
部
は
北
海
と
バ
ル
ト

海
に
面
し
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
七
日
に
、
ド
イ
ツ
の
介

護
保
険
の
状
況
に
つ
い
て
研
修
。

ド
イ
ツ
で
は
、
介
護
保
険
は
、
健

康
保
険
　
（
一
人
八
三
年
）、
傷
害
保

険

（
一
人
八
四
年
）、
年
金

（一
人
八

九
年
）
、
失
業
保
険

（
一
九
二
七
年
）
、

介
護
保
険

（
一
九
九
五
年
）
と
五
つ

の
社
会
保
険
シ
ス
テ
ム
の
柱
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
は
新
た

に
発
生
す
る
管
理
費
用
を
節
約
す
る

為
に
法
定
健
康
保
険
の
下
に
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
は
、　
一
九
九
五
年

一

月

一
日
か
ら
、
保
険
金
を
徴
収
し
始

め
、
支
払
い
は
四
ヶ
月
後
の
四
月

一

日
か
ら
在
宅
ケ
ア
に
適
用
さ
れ
、
翌

年
の
七
月

一
日
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム

に
適
用
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
支
払
い
を

受
け
る
在
宅
ケ
ア
は
、
①
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
者
、
②
重
傷
な
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
者
、
③
最
重
傷
な
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
者
の
三
段
階
に
区
分
さ

れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
だ
け
で
も
、
六

万
人
が
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
。

施
設
に
入
る
人
の
平
均
年
齢
は
、

同
州
で
は
、
男
性
七
十
二
歳
、
女
性

七
十
九
歳
で
あ
る
。
施
設
で
は
、
日

本
と
同
様
に
、
痴
呆
に
か
か
っ
て
い

る
人
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

午
後
バ
ス
に
乗
り
、
オ
ー
バ
ー
ア

マ
ガ
ウ
と
い
う
人
口
約
五
十
五
百
人

の
村
に
着
き
ま
し
た
。
家
々
の
窓
の

ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、
花
が
い
っ
ぱ
い
飾

ら
れ
、
メ
ル
ヘ
ン
の
村
に
で
も
入
っ

肌
寒
く
感
じ
ら
れ
、
村
の
人
は
、
セ

ー
タ
ー
を
着
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

同
村
は
、
十
数
年
前
か
ら
恵
ま
れ
た

自
然
を
有
効
に
生
か
し
、
伝
統
文
化

遺
産
を
継
承
す
る
と
共
に
、
民
宿
経

営
に
よ
る
所
得
向
上
に
努
め
、
農
村

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
村
で
あ
る
。

海
抜
八
百

ｍ
に
位
置
し
て
い
る
せ
い

か
、
天
候
は
不
安
定
で
、
農
業
に
は

適
さ
な
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

む
か
し
は
、
貧
し
い
農
家
で
し
た

が
、
現
在
で
は
、
木
彫
り
の
産
業
な

ど
、
副
業
を
し
て
い
る
せ
い
か
、
裕

福
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

の
受
難
劇
の
公
演
は
有
名
で
、
今
で

は
ゼ
ロ

（〇
）
の
数
字
が
語
尾
に
つ

い
た
年
、
十
年
お
き
に
公
演
さ
れ
て

ら
も
、
二
千
二
百
人
の
観
光
客
が

訪
れ
た
。
村
に
は
、
四
つ
の
劇
場

が
あ
り
、
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

村
に
は
、
州
立
の
木
彫
り
の
学

校
、
大
道
具
、
小
道
具
を
学
ぶ
学

校
が
あ
り
、
食
事
代
と
宿
泊
代
だ

け
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

村
の
中
は
、
道
路
を
狭
く
し
て
、

車
が
駐
車
で
き
な
い
よ
う
に
し
、

車
は
郊
外
に
置
く
よ
う
に
し
て
い

る
。
家
に
は
、
壁
画
を
描
き
、
ま

る
で
美
術
館
に
で
も
入
っ
た
よ
う

な
錯
覚
を
し
て
し
ま
う
。
観
光
で

生
き
て
い
る
村
の
せ
い
か
、
景
観
を

守
る
為
に
皆
で
努
力
し
て
い
る
。

人
月
二
十
八
日
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
見
学
し

ド
イ
ツ
語
で
、
「小
さ
な
庭
」
と
い
う

意
味
で
日
本
で
は
、　
一
坪
菜
園
と
い

う
物
で
す
。
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

「市
民
農
園
」
は
、
郊
外
に
あ
る
も

の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
け

ど
、
自
宅
か
ら
歩
い
て
二
十
分
以
内

で
行
け
る
距
離
に
あ
り
ま
す
。　
一
区

画
大
き
な
物
で
六
百
ボ
、
小
さ
な
物

で
二
百
ぽ
と
い
う
物
も
あ
り
、
平
均

三
百
か
ら
四
百
ボ
の
大
き
さ
の
農
園

で
す
。
そ
の
中
に
は
、
二
十
ボ
位
の

シ
ャ
レ
た
ハ
ウ
ス
が
備
え
て
あ
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
ハ
ウ
ス
は
、
休
憩

は
で
き
る
が
、
電
気
や
ト
イ
レ
を
備

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
寝
泊
り
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
は
、
移
動
式
の
ト
イ
レ
を
持

っ
て
来
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
、　
一
人
暮
ら

し
や
収
入
の
低
い
人
、
子
ど
も
の
多

い
人
な
ど
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
庭
の
な
い
住
宅

（
マ
ン

シ
ョ
ン
）
に
住
ん
で
い
る
人
も
貸
付

対
象
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
公
有
地
で
、
市
が
国
内
道
路
、
駐

車
場
、
水
道
管
、
公
共
の
遊
び
場
な

ど
を
整
備
し
た
上
で
市
民
に
貸
し
与

ン
は
、
施
設
者
で
あ
る
市
、
組
合
員

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

青
森
県
で
は
平
成
七
年
度
か
ら
、
農
村
女
性
り
―
ダ
！
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
に
派
遣
し
、
現
地
の
農
村
女
性
に
よ
る
農
業
振
興
に
向
け
た
活

動
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
振
興
や
農
村
の
活
性
化
に

必
要
な
知
見
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
青
森
県
あ
す
な
ろ
農
村

女
性
ド
リ
ー
ム
フ
ラ
イ
ト
推
進
事
業
海
外
体
験
調
査
」
を
実
施
し
て
お

り
、
市
浦
村
か
ら
工
藤
宮
子
さ
ん

（太
田
地
区
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
海
外
体
験
調
査
は
八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
工
藤
さ
ん
の
体
験
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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導
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
は
、
日
本

か
ら
種
を
持

っ
て
来
て
植
え
て
い
ま

ね
ぎ
、
セ
ロ
リ
ー
、
豆
、
ほ
う
れ
ん

草
他
、
農
薬
は
使

っ
て
は
い
け
な

い
。

草
は
、
ぼ
う
ぼ
う
に
し
て
は

い
け
な

組
合
員
は
、
道
路
や
植
込
み
な
ど
の

公
共
用
地
を
美
し
く
維
持
す
る
為
に
、

年
間
十
時
間
か
ら
十
五
時
間
の
労
働

奉
仕
を
し
な
く
て
は

い
け
な

い
。
ク

ウ
ス
と
呼
ば
れ
る

一
般
市
民
が
自
由

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
食
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
に
は
子
ど
も

達
が
遊
ぶ
砂
場
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
、
都
市
環
境

の
保
全
や
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
後

に
、
民
宿
先
の

シ
エ
ル
ナ
ッ
ハ
ヘ
行

ル
ン
州
と

い
え
ば
、

ム
発
祥
の
地
で
あ
り

日
本
で
も
放
映
紹
介

さ
れ
た
所
で
す
っ
私

さ
ん
は
二
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
、
長
男
と

妹
で
娘
は
嫁
ぎ
、
長
男
夫
妻
は
、
家

か
ら
離
れ
て
独
立
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
は
酪
農
家
で
、

親
牛
が
十
七
頭
、
子
牛
が
三
頭

い
ま

し
た
ｃ
十
八
』

の
耕
地
面
積
を
持

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
で
は
、　
一
ｈａ

に
つ
き
牛
を

一
・
五
頭
持
て
る
と

い

う
こ
と
で
す
。
牛
の
世
話
は
主
人

一

人
で
や
っ
て
い
ま
す
。
奥
さ
ん
は
、

民
宿
の
方
を
始
め
て
二
十
八
年
に
な

り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
数
は
十
五
で
、
毎

年
同
じ
人
が
、
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む

た
め
に
来
ま
す
。
食
事
は
自
分
で
作

り
ま
す
。
牛
と
民
宿
で
の
総
収
入
は
、

一
千
万
円
位
で
、
主
人
と
奥
さ
ん
の

稼
ぎ
が
半

々
位
だ
と
言

っ
て
い
ま
し

千
六
百
人
。
景
観
は
素
晴
ら
し
い
け

ど
、
海
抜
三
百
六
十
七
か
ら
千
六
十

七

ｍ
の
地
点
に
位
置
す
る
た
め
、
農

業
は
酪
農
、
養
豚
が
主
体
で
、
欧
州

統
合
の
動
き
と
共
に
農
業
だ
け
で
生

計
を
立
て
る
事
は
、
不
可
能
と
な

っ

て
し
ま

い
、
若
者
の
流
出
を
更
に
激

し
く
し
て
い
る
。
近
郊
に
は
、
ド
イ

ツ
連
邦

「
わ
が
村
は
美
し

い
」
運
動

で
、
金
賞
を
と

っ
た
村
が
あ
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
州
単
位
で
毎
年

行
な
わ
れ
、
ド
イ
ツ
連
邦
レ
ベ
ル
で

は
、
二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。

参
加
資
格
は
、
六
百
人
迄
の
村
と
、

三
千
人
迄
の
村
の
グ
ル
ー
プ
の
二
つ

に
分
か
れ
て
お
り
、
審
査
内
容
は
、

建
築
、
農
業
、
芸
術
文
化
、
動
物
愛

護
、
歴
史
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
基
準
の
対

象
に
な

っ
て
い
る
。
金
賞
を
取

っ
た

村
は
、
住
民
が
六
十
人
で
十
二
か
ら

十
三
軒
の
家
が
建

っ
て
い
る
。

下
水
道
は
地
区
ご
と
に
処
理
さ
れ
、

家
は
古

い
物
を
改
築
し
て
作
り
あ
げ
、

村
か
ら
は
二
十
五
％
の
補
助
金
が
出

て
い
る
。
金
賞
を
取
っ
た
村
だ
け
に

景
観
は
と
っ
て
も
美
し
い
。
村
の
中

に
は
教
会
が
あ
り
、
私
達
も
キ
リ
ス

ト
教
で
は
な
い
け
れ
ど
お
祈
り
を
し

を
記
載
し
て
き
ま
し
た
。

（次
号
に
続
き
ま
す
。）

ゆかりの方々に首都圏イベントヘの

参加呼びかけを !!
山
」
が
出
演
、
特
産
品
販
売
に
い
ト
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「子どもびいきのすすめ」

教育評諭家 斎藤 次郎氏
H月 25日 (水)18:30～ 20:00

市浦村コミュニティーセンター

青森県総合社会教育センター

市浦村教育委員会

◇演 題
◇講 師
◇日  日寺
◇場 所
◇主 催
◇共 催

■講師プロフィール■

1939年埼玉県生まれ。教育評論家。元・子ども調査研究所所属。法政大学日本文学科事業
=

86年の中野富士見中生のいじめ自殺を機に、子どもを考える雑誌「三輪車疾走」の発行を始め、登|え拒否、

体罰、テレビゲーム、子どもの権利条約といった子ども社会の変化を鋭くえくり出してきた.~三 輸車疾走_
は97年 11月 、50号をもってその幕を閉じたが、「子どもの問題は子どもと大人の関係の問題」と位置づ `=、 日

本の教育を見つめ続けている。この間、95年 5月 から翌年3月 まで、青森県百石町立百石小学校に
~奮

=_ 
し

て毎月数日ずつ「 4年生」として通うという体験もし、「子どものことは子どもに学ぶ」実践を試ユて.る :

■著書■

『子どもびいきJ(KTC中 央出版)『気分は小学生J(岩波書店)
「扉の向こうの子どもたちJ(日 本エデイタースクール出版部)他

【事務局】市浦村教育委員会生涯学習係 市浦村大字相内字岩井81-384 TEL 0173(62)3751/FAX 0173(62)3551

理
脳
胴
蟹
酬
圏

日

一
日
二
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
　
　
極
め
て
高
い
火
災
危
険
が
潜
在
し
て

暖
一男
器
具
の
準
備
に
忙
し
い
季
節
に
　
　
　
い
る
。
山
盛
り
に
な
っ
た
ガ
ラ
ス
製

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
災
の
多
発
　
　
捨
て
る
と
、
前
か
ら
あ
る
吸
殻
に

す
る
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
消
　
　
次
々
に
火
が
つ
き
、
こ
の
熱
に
よ
り

防
署
で
も
火
災
予
防
七
つ
の
ポ
イ
ン
　
　
灰
皿
が
割
れ
、
飛
び
散
っ
た
火
に
よ

卜
を
広
報
し
火
災
の
予
防
に
取
り
組
　
　
り
火
災
に
な
り
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
長
期
低
温
加
熱
に
よ
る
火
災

ま
一
．十

一
月
の
末
頃
に
火
気
取
扱
　
　
　
木
材
は
、
二
百
六
十
度
が
出
火
危

器
具
の
点
検
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
　
　
険
温
度
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

で
消
防
署
員
が
何
い
ま
し
た
ら
ご
協
　
　
よ
り
も
低
温
度
で
、
長
期
間
加
熱
さ

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
れ
る
と
徐
々
に
炭
化
さ
れ
て
無
炎
燃

火
災
の
原
因
と
い
え
ば
ス
ト
ー
プ
　
　
焼
を
開
始
し
、
そ
の
後
発
火
し
火
災

や
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
を
思
い
浮
か
べ
が
　
　
と
な
る
。

ち
で
す
が
、
今
回
は
、
こ
ん
な
所
か
　
　
　
長
期
低
温
加
熱
に
よ
る
火
災
は

一

ら
も
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
火
災
を
い
　
　
般
家
庭
か
ら
飲
食
店
、
作
業
所
等
広

く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
　
　
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
し
か
も
発
生

す
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
は
火
気
使
用
設
備
器
具
に
面
す
る

☆
ガ
ラ
ス
製
灰
皿
か
ら
の
出
荷
　
　
　
壁
内
や
ス
チ
ー
ム
パ
イ
プ
、
煙
道
等

現
在
使
わ
れ
て
い
る
灰
皿
は
、
ガ
　
　
の
周
囲
の
お
よ
そ
人
の
目
に
触
れ
に

ラ
ス
、
陶
器
、
金
属
及
び
合
成
樹
脂
　
　
く
い
箇
所
で
、
か
つ
一
般
の
常
識
を

等
で
、
形
状
は
千
差
万
別
で
あ
り
、　
　
　
逸
す
る
低
温
で
出
火
す
る
こ
と
か
ら
、

見
た
目
に
美
し
い
カ
ッ
ト
を
ふ
ん
だ
　
　
発
見
が
遅
れ
大
火
災
に
発
展
す
る
危

ん
に
し
た
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
は
、
工
　
　
険
性
が
あ
り
ま
す
。

芸
品
を
見
て
い
る
よ
う
で
、
洗
っ
た
　
　
　
出
火
危
険
場
所
と
し
て
は
、
次
の

ば
か
り
の
も
の
に
は
、
た
ば
こ
の
灰
　
　
よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。

や
吸
殻
を
捨
て
る
に
は
お
し
い
気
も
　
　
①
煙
突
等
が
貫
通
し
て
い
る
壁
体

し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
美
し
い
灰
皿
　
　
②

コ
ン
ロ
、
レ
ン
ジ
類
が
近
接
し

も
吸
殻
の
溜
る
に
従
い
そ
の
美
し
さ
　
　
て
い
る
壁
体
、
底
面
の
台
等

も
徐
々
に
う
す
れ
、
つ
い
に
は
容
器
　
　
③
乾
燥
室
内
、
ス
チ
ー
ム
パ
イ
プ

一
杯
に
な
る
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
　
　
の
接
触
部
分



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数 平成10.101現 在

。
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響彎i:|)]含I響[i帥珈
O

めなければならない税名
の年の納 1 消費お
]と 比べて、 | :|||||

〔:il:]i塀
暴農魯[?Fち

 | 』原:嘗馨禁讐名県馨発城基言嘉

夕l[li:li[}][i告逼 | !:[llilll[ilに
納付

′ます。  1  申告・納付

消費税額の合計額を納付しなけれ

ばなりません。納付には、便利な

振替納税がありますのでご利用く

法人の場合には、課税期間の末

日の翌日から二か月以内に、所轄

の税務署に消費税及び地方消費税

の確定中告書を提出するとともに、

消費税額と地方消費税額の合計額

を納付 しなければなりません。

前課税期間の確定消費税額が四

十人万円を超える場合には、中間

申告 納付が必要になりますので、

ご注意下さい。

)国 税を滞納すると

国税を滞納すると、延滞税が加

算されるほか、財産差押え等の処

分を受ける場合があります。

レお問い合わせ先

五所川原税務署

>電 話番号露毒::舞
1ビ

継:S    I 最表瓦与浩馨覇男籠竃言彗炉言鱈
>場 所             1 出するとともに、消費税額と地方

:IIIII知|で ,1ますか:IなんでもiII董1::IIII:I
村では村内各地域に「なんでもHO番 」の相談員を配置し、地域づくりや
行政に対する相談等を受けつけています。どんなことでも気軽にご相談く

各地域の担当相談員は次のとおりです。

>開催日時 1  個人事業者の方は、翌年三月末

相   内 成田経済観光課長

太   田 古川議会事務局長

脇  元 桑野 企 画 財 政 課 長

磯  松 松 江 総 務 課 長

十   三 中 居 建 設 課 長

◎期間

平成10年 11月 1日 (日 )～

11月 30日 (月 )

◎スローガン

『反射材 光るあなたの

心がけ』

◎運動の重点

1 高齢者の交通安全に関

する県民の意識啓発

2高齢者に対する交通安
全教室の推進

3高齢運転者の交通事故
防止

県内の交通事故概況

399-
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『肥
満
』
―
体
が
こ
え
ふ
と
る
こ

と
⌒辞
典
よ
り
）。
こ
の
字
を
見
て
ド

キ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
。
た
い
が
い
の

方
は
、
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
で
は
な

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
現
代
に
お
け

る
肥
満
の
割
合
は
多
く
、
大
人
に
限

ら
ず

『子
供
』
へ
も
そ
の
影
響
を
及

ば
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
当
に
大
る
こ
と
は
良

の

″
何
故
″
の
究
明
と
、　
一
緒
に

『上
手
な
太
り
方
０
』
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
そ
も
そ
も

『肥
満
」
と
は
７

体
脂
肪
率
が
増
加
し
た
状
態
の
こ

と
。
体
脂
肪
と
は
身
体
の
中
の
筋
肉

と
脂
肪
の
割
合
で
す
。
体
重
に
占
め

る
体
内
の
脂
肪
の
量
の
割
合
が
増
え

て
い
る
状
況
な
の
で
す
。

体
脂
肪
率
の
測
定
か
ら
、
見
た
目

か
ら
は
判
断
で
き
な
い
″隠
れ
肥
満
″

も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⌒※
Ａ
図
）
単
に
体
重
だ
け
か
ら
、

「肥
満
』
は
判
断
で
き
な
い
の
で
す
。

●
で
は
、
そ
の

「基
準
』
は
何
？

ま
ず
目
安
と
し
て
、
自
分
の
身
長

に
対
す
る
標
準
体
重
か
ら
、
ど
れ
だ

け
体
重
が
多
い
か
を
理
解
し
ま
す
。

自
分
の
体
重
に
対
す
る
標
準
体
重

を
知
る
に
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
方
式

を
使
い
ま
す
。
そ
の
計
算
は

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
⌒ｋｇ
ｒ

身
長
（
Ｅ

一

身
長
⌒
Ｅ

で
行
い
ま
す
。

☆

（例
）
１６０

ｃｍ
で
５５
ｋｇ
の
人
は
、

５５

一
‐６

・
‐６
＝
２‐
．４８
　
約
２‐

５

そ
の
数
値
は
２２
を
標
準
と
し
、
２５

以
上
を
肥
満
傾
向
と
し
ま
す
。
ち
な

み
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
２２
前
後
の
人
達
が
、

も

っ
と
も
病
気
に
か
か
り
に
く
く
、

そ
し
て
死
亡
率
も
低
い
と
さ
れ
て
い

●
で
は
、
次
は
自
分
の

「肥
満
』
は
、

本
当
に
い
け
な
い
も
の
か
？

太
り
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
違
い

が
あ
り
ま
す
。
ウ
エ
ス
ト
（胴
囲
）と

ヒ
ッ
プ
（腰
囲
）
の
比
率
か
ら
、
洋
な

し
型
と
リ
ン
ゴ
型
に
区
分
け
さ
れ
、

洋
な
し
型
は
内
臓
の
外
側
に
脂
肪
が

つ
く
も
の
で
、
逆
に
リ
ン
ゴ
型
は
内

臓
に
脂
肪
が
つ
い
て
、
と
て
も
病
気

と
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と

●
で
は
そ
の
脂
肪
は
、
ど
う
や
っ
て

病
気
と
関
連
し
て
い
く
の
か
？

Ａ
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
全
て

が
こ
の
よ
う
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の

『肥
満
」

（体
内
の
脂

肪
率
の
多
さ
）
は
、
人
生
八
十
年
と

い
う
長
い
時
間
の
積
み
重
ね
で
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き
お
こ
し
て
行

●
最
後
に
そ
の
予
防
法

・
肥
満
解
消

法
と
は
、　
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、　
一
度
保
健
婦
に
声
を
か

血液中の脂肪分
の増加で
●高脂血症

(量槽iテ:)
●高血圧症

(翼:8)
●糖 尿 病

(I:?TT)
●痛  風

脳血管障害

心 臓 病
狭 心 症
心 筋梗 塞

変形性関節症

膝、腰などで

事:糠議被難1■|

1嘩,,膏薫再耳漂曜霰難難彗聾:尊重鷺簾攣窮

▼
こ

結

婚

（掛笠画　封　柿
一鰤　　紳一

（到
赫
［
詢
一量
　
珈一

（に
柿
隷
『
一榊
［一

（『　劃　浩　諦
一勘　　師一

（葬内仰　諄　『
一構　　時一

⌒帥　剛　爆　制
一計　　に一

（」
脚
」
「
一嘲
　
蒟一

（雌　劉　耕央「
一調　　］一

▼
お
く
や
み

貞
　
一二
（相
　
内
）
７０
歳

嶋
　
作

（磯
　
松
）
８３
歳

と
み
江

⌒十
　
一こ

８５
歳

正
　
一
（相
　
内
）
７６
歳

喜
三
郎

（十
　
一こ

８６
歳

●
今
月
の

「安
藤
物
語
」
は
休
ま
せ

…399


